
 

 

 

 
 

 

平成 30 年 6 月 7 日 第 122 号 

                              浜田市農林業支援センター 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.各支援チームからの話題 1 
 

 新規就農者支援チーム （担当：石津
い し づ

・渡邊
わたなべ

） 

『 新・農業人フェアの参加 』について 
 

    

   

             

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 認定農業者支援チーム （担当：小浴
こ え き

・石津
い し づ

） 
 

  認定農業者の株式会社ベリーネさんが、地元企業と共同開発をされた「いちごカレー」の販売を開始されまし

た。使用するいちごは「紅ほっぺ」で、フォンドボーをベースにじっくり煮込んだレトルトカレーの中辛となっ

ております。1 箱 600 円となっており、ベリーネカフェで購入できます。また、市のふるさと納税の返礼品とし

ても活用されます。 

平成 30 年 5 月 14 日（月）には、記者発表を兼ねて市長表敬をされ、市長に試食してもらいました。辛さの

なかにほんのりとしたまろやかさがある味であると好評でした。 

         
 市長表敬の様子       市長による試食         商品外装 

 

 集落営農組織支援チーム （担当：渡邊
わたなべ

・田村
た む ら

） 
 

浜田自治区の美川西地区及び旭自治区の坂本地区において、法人化設立に向けて協議が開始されました。 

県関係機関や支所とともに、法人設立への相談支援をしております。 

 

「てご」とは、方言で「手伝う 

（支援する）」という意味です。 

今年度も昨年に引き続き、ＵＩターン者を対象とした新

たな農業の担い手を確保すべく新・農業人フェアに参加を

行います。浜田市の農業をしっかりとアピールし、担い手

の確保に努めます。 
 

【参加予定のフェア】 

・7 月 14 日（土）大阪開場 予想来場者数  800 人 

・7 月 28 日（土）東京開場 予想来場者数 1000 人 

          田植えの済んだ田んぼでは、日々、若苗の緑が濃くなり、目に優しい田園風景とな

ってきました。畑では、夏野菜や果樹がすくすくと成長し、多くの収穫・出荷を目指して、一段と世話に

多くの労力が欠かせない時期と思います。 

当支援センターが所管します各種事業も本格的に進んでおり、補助事業では認定審査会の開催、現地確

認や協議等を進めていますので、事業推進にご協力をお願いします。 

 6 月 5 日、中国地方は梅雨入りしました。昨年は、7月 4日から 5日にかけて、集中豪雨があり、当市

の山間部、特に弥栄自治区や三隅自治区で大きな被害を被りました。今年は豪雨災害がなく、これからの

必要な水量の確保ができる「梅雨」となるようを願っています。 

この時期の農作業では、蒸し暑い中での作業となります。こまめに水分を取り、熱中症にならないよう

気を付けてください。          ( 浜田市農林業支援センター長 坂田 佳則 ) 

 

 

ごあいさつ 

    

  

昨年度のフェアの様子 



    

 ２. 生産組合による栽培講習会の開催  
 

平成 30 年 5 月 9 日（水）～10 日（木）にかけて、いわみ中央西条柿生産組合、いちじく生産組合それ 

ぞれ主催による栽培講習会が各組合員を対象に開催されました。 

西条柿は、三隅地区と浜田地区の 5 会場において、｢摘蕾｣や｢芽かき｣、｢夏季せん定｣・｢追肥｣・｢病害虫等防除」 

について、講師の西部農林振興センターの普及員から講習を受けました。 

いちじくについては、日脚町の圃場において、｢芽かき｣や｢敷わら｣、｢摘心｣・｢病害虫等防除｣について講習があり

ました。各組合の皆さんは、熱心に栽培管理について講師に質問され、栽培技術の向上に取り組まれました。 

    
        西条柿栽培講習会状況              いちじく栽培講習会状況 

 

３. 乾椎茸品評会の開催ついて 
 

 平成 30 年 5 月 18 日（金）、ＪＡふれあいホールにおいて、ＪＡいわみ中央地区本部管内

の乾椎茸品評会が開催されました。品評会には、箱物 7 点、普通物 40 点が出品され、島根県

西部農林振興センターの審査員によリ審査が行われました。審査の結果、旭町の岩地正男さん

が、箱物・普通物で 5 連覇を達成されました。    

          
表彰を受ける岩地さん    普通物 最優秀賞        箱物 最優秀賞 

 

４. 荒廃農地等利活用促進交付金事業ついて 
 

認定農業者や農業者が組織する団体等が、荒廃農地等を引き受けて営農を再開するために行う、再生作業等の 

支援事業です。 

 〇対象農用地：農振農用地区域内の荒廃農地 

 〇その他要件：①総事業費が 200 万円／件未満 

        ②再生された農地において 5 年間以上耕作されること。 

        ③補助率：定額 

   ※詳しくは、農林振興課(電話 25-9510)までお問い合わせください。 
 

５. 農業用廃プラスチックの回収について 1 
 

 農業用廃プラスチックの回収が行われます。対象はハウス用被覆ビニールやマルチ、農薬の容器、畦波シート 

などです。廃棄には、指定の回収袋かステッカーの購入が必要です。回収日及び会場は下記のとおりです。 

ＪＡから 6 月の外勤日にあわせ、詳細を描いた「チラシ」が配布されますので、ご確認ください。  

     6 月 20 日（水）                ６月 21 日（木） 

     浜田地区：旧ＪＡ下府支所           金城地区：金城ライスセンター 

     旭地区 ：旭ライスセンター          三隅地区：旧三隅柿選果場   

     弥栄地区：弥栄ライスセンター        

■ 回収時間（両日）：８時 30 分～10 時 00 分  

■ 問い合わせ先：ＪＡ営農経済部経済企画課(22－8823)又は各営農経済センター  

 

 

 

 

 

当情報誌は、新規就農者、認定農業者、集落営農組織と関係機関の 

皆様に配信しています。ご意見や掲載をご希望される場合は下記まで 

ご連絡ください。 

■ 発刊元  浜田市農林業支援センター (農林振興課 普及支援係)  

〒697-8501  島根県浜田市殿町１番地 （ 浜田市役所 4 階 ）   

TEL：0855-22-3500   FAX：0855-22-3477  

E-mail：n-shien＠city.hamada.lg.jp 

 

観光交流課 農林振興課
浜田市農業員会

倉庫
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